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現場の力で乗り越える

上野　2019年12月に中国で発生した新型コ
ロナウイルス感染症（COVID-19）は、翌 20年

３月には日本を含め世界中に拡大しパンデミッ

クになりました。

第１回目の緊急事態宣言が出る少し前の４月

上旬、中外製薬の社内に緊急対策本部が立ち上

がり、私が本部長を務めました。最優先事項は

何より感染者を出さないこと。ウイルスが正体

不明で、世界中の専門家でもよく分からない。

そんな中で事業継続を図るためにはどうすれば

よいのか、各部門の責任者と対策を講じました。

緊急対策本部は 20 年６月19日に解散しました

が、三密を避けるなどしてBCP（事業継続プラ

ン）を実行することによって、その後９月まで

１人の感染者も出さずに済みました。

緊急対策本部を解散した後は、各部門が本社

と連携しながら現場の実情に合わせて様々な工

夫をし、わが社の使命である安定供給の責任を

果たしてきました。

日本国内ではこの２年間、感染者が増えるた
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